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問１,問２ ヒトの血液凝固について、以下の設問に答えよ。 

 

問１ 外傷などで傷ついた血管から出血したときにみられる現象を a～d に示している。a

～d の現象が起きる順番として、正しいのはどれか。  

 

a 血管の傷ついた部分に、血ぺいが形成される。 

b タンパク質でできた繊維が形成される。 

c 血管の傷ついた部分に、血小板が集まってくる。 

d 血管が修復されると、血ぺいが溶けて取り除かれる。 

 

① a → b → c → d 

② a → c → b → d 

③ b → a → c → d 

④ b → c → a → d 

⑤ c → a → b → d 

⑥ c → b → a → d 

 

 

問２ 血液凝固に関与する酵素で、フィブリノーゲンを繊維状のフィブリンに変えるもの

はどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

① プラスミン ② トロポミオシン ③ ペプシン ④ トロンビン 



- 3 - 

問３ 筋収縮のしくみに関する以下の文章中の（ア）〜（オ）に当てはまる語句の正しい

組合せはどれか。 

 

 筋繊維で活動電位が発生すると、（ ア ）から（ イ ）が放出される。その結果，

（ ウ ）頭部と（ エ ）が結合できるようになる。（ ウ ）頭部は（ オ ）を

分解し、放出されたエネルギーを利用して立体構造を変化させ、（ エ ）と結合する。

その後、（ ウ ）の立体構造がもとに戻り、（ エ ）フィラメントの滑走が起こる。 

 

 ア イ ウ エ オ 

①  T 管 ATP ミオシン アクチン Ca²⁺ 

②  T 管 Ca²⁺ アクチン ミオシン ATP 

③  筋小胞体 Ca²⁺ ミオシン アクチン ATP 

④  筋小胞体 Na⁺ ミオシン ATP アクチン 

⑤  アクチン Ca²⁺ ミオシン T 管 ATP 

⑥  ミオシン Ca²⁺ アクチン ATP Na⁺ 
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問４ 神経系に関する興奮性シナプスと抑制性シナプスの記述として、誤っているのはど

れか。 

 

① 興奮性シナプスでは、Na⁺チャネルが開き、膜電位が上昇して活動電位が発生し 

やすくなる。 

② 抑制性シナプスでは、Cl⁻が流入したり K⁺が流出したりして、膜電位が低下し、 

活動電位が発生しにくくなる。 

③ 興奮性シナプスでも抑制性シナプスでも、神経伝達物質はシナプス小胞から放出 

される。 

④ 興奮性シナプスと抑制性シナプスで主に働く神経伝達物質はアセチルコリンであ 

る。 

⑤ 興奮性・抑制性の違いは、伝達物質が結合する受容体の性質によって決まる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 5 - 

問５ グラフは、地球が誕生してから現在に至るまでの大気中の気体の濃度変化を表わし

たものである。グラフのアの時期に出現した独立栄養生物はどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① アンモナイト ② 好気性細菌 ③ 化学合成細菌 

④ 嫌気性細菌 ⑤ 三葉虫 ⑥ サンゴ 
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問６ 染色体と遺伝子に関する以下の文章中の空欄（ア）、（イ）に当てはまる語句の正し

い組合せはどれか。 

 

ある遺伝子が染色体のどの位置に存在するかは、生物種ごとに決まっている。このよ

うな染色体において遺伝子が占める位置のことを（ ア ）という。 

ヒトのヘモグロビン β 鎖の遺伝子は、ヒトの第 11 染色体にあり、そこがヘモグロビ

ン β 鎖の（ ア ）である。この遺伝子には、正常な赤血球という形質を現す遺伝子と、

鎌状赤血球という形質を現す遺伝子があり、健常者と鎌状赤血球貧血症患者がもつ染色

体の、それぞれ同じ（ ア ）に存在するが、互いに塩基配列がわずかに異なっている。    

このように、同じ（ ア ）に異なる形質を現す遺伝子が複数存在する場合、異なる遺

伝子それぞれを（ イ ）という。 

 

 ア イ 

① 遺伝子型 調節遺伝子 

② 遺伝子座 ギャップ遺伝子 

③ 遺伝子頻度 SRY 遺伝子 

④ 遺伝子プール ペア・ルール遺伝子 

⑤ 遺伝子型 構造遺伝子 

⑥ 遺伝子座 対立遺伝子 

⑦ 遺伝子頻度 ホメオティック遺伝子 

⑧ 遺伝子プール 分節遺伝子 
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問７ ある植物を土壌で生育させたところ、土壌から吸収された窒素の 42％がタンパク質

に取り込まれて、18 g のタンパク質が植物体内で合成された。タンパク質中の窒素量

を 16％とし、根から吸収された窒素をすべて硝酸イオン（NO3-）とすると、吸収され

た硝酸イオンは何 g か。最も近い数値を選べ。ただし、原子量は、N＝14、O＝16 と

する。 

 

① 1 g ② 3 g ③ 10 g ④ 30 g ⑤ 100 g ⑥ 300 g 

 

 

問８ 光合成の反応過程に関する以下の文章の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の正

しい組合せはどれか。 

 

   葉緑体の（ ア ）の部分に存在するクロロフィルなどの光合成色素が光エネルギ

ーを吸収すると、（ イ ）で（ ウ ）の分解が起こり、酸素が発生する。 

（ ア ）で生じた ATP と NADPH は、葉緑体の（ エ ）で起こるカルビン回路

で（ オ ）の固定に使われ、グルコースなどが合成される。 

 

 ア イ ウ エ オ 

① ストロマ 光化学系Ⅰ 二酸化炭素 チラコイド 酸素 

② ストロマ 光化学系Ⅱ 二酸化炭素 チラコイド 窒素 

③ ストロマ 光化学系Ⅰ 水 チラコイド 二酸化炭素 

④ ストロマ 光化学系Ⅱ 水 チラコイド 酸素 

⑤ チラコイド 光化学系Ⅰ 水 ストロマ 窒素 

⑥ チラコイド 光化学系Ⅱ 水 ストロマ 二酸化炭素 

⑦ チラコイド 光化学系Ⅰ 二酸化炭素 ストロマ 酸素 

⑧ チラコイド 光化学系Ⅱ 二酸化炭素 ストロマ 窒素 
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問９-問１２ 遺伝子組換え技術に関する以下の文章を読み、設問に答えよ。 

 

遺伝子組換えとは、ある生物から取り出した遺伝子を含む DNA の断片を、別の生物

の DNA 中につなぎあわせる技術である。このとき、目的の遺伝子を含む領域を切り出

すために(a)制限酵素が使われる。また、別の酵素を用いることで(b)切断された DNA 断

片をつなぎあわせることもできる。このとき DNA がつながったかを確認するために

(c)PCR 法が利用されることがある。こうした技術を用いることで、(d)大腸菌などの細胞

の中でヒトに有用なタンパク質をつくることもできる。  

 

問９ 下線部(a)の制限酵素に関する記述として正しいのはどれか。 

 

① 制限酵素は、DNA をランダム（任意）な位置で切断する。 

② 同じ制限酵素で DNA を切断すると、それらの突出部の塩基配列は相補的になる。 

③ 異なる制限酵素で DNA を切断すると、それらの突出部の塩基配列は相補的になる。  

④ 異なる制限酵素で切断された DNA 断片同士でも、突出部を持っていれば必ず結合 

できる。 

 

問１０ 下線部(b)の酵素として最も適切なのはどれか。 

 

 

 

 

 

 

 

① カタラーゼ ② アミラーゼ ③ DNA リガーゼ 

④ DNA ポリメラーゼ ⑤ DNA ヘリカーゼ ⑥ 逆転写酵素 
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問１１ 下線部(c)の PCR 法に関する記述として最も適切なのはどれか。  

 

① 温度を変化させるサイクル 1 回ごとに DNA が 4 倍に増えるので、20 回ほどのサ 

イクルで大量に DNA を得ることができる。  

② 大腸菌などの生物を用いることなく、試験管内で DNA 断片を増幅させることがで 

きる。  

③ 温度管理が重要であり、通常 37°C ほどで DNA の複製が行われる。 

④ 反応後の DNA の大きさ（分子量）を調べるために、アガロースゲルを用いて電気 

泳動を行うと、大きな分子ほど移動距離が長くなる。 

 

問１２ 下線部(d)の大腸菌に関する記述として最も適切なのはどれか。 

 

① 目的とする遺伝子の大腸菌での発現を簡単に確認するために、GFP などの蛍光を 

発するタンパク質が利用される。 

② 遺伝子組換え実験により大腸菌に遺伝子を導入するとき、直鎖状のプラスミドとよ 

ばれる DNA が利用される。  

③ 遺伝子組換えをする前の大腸菌は、アンピシリンなどの抗生物質に対する耐性をも 

っている。  

④ 大腸菌などを用いてヒトに有用なタンパク質を大量生産することは、技術的に可能 

であるが実用化されていない。  
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問１３ 自然免疫のしくみとして、正しいのはどれか。 

 

① B 細胞による抗体産生  

② マクロファージによる食作用  

③ 免疫記憶  

④ MHC 抗原提示によるクローン選択 

⑤ IgE 抗体によるアレルギー反応 

 

 

問１４  茎頂の成長点が優先的に成長し、側芽の成長が抑えられる「頂芽優勢」の主な原

因として最も適切な植物ホルモンの作用や変化はどれか。 

 

① 茎頂で合成されるオーキシン 

② エチレンの分泌 

③ ジベレリンの高濃度分布 

④ 根で作られるサイトカイニン 
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問１５ 花芽形成に関する以下の文章中の空欄（ア）～（オ）に当てはまる語句の正しい

組合せはどれか。 

 

アサガオは、（ ア ）植物であり、夜の時間が（ イ ）なると花芽の形成が始まる。

一方、アヤメは、（ ウ ）植物であり、夜の時間が（ エ ）なると花芽の形成が始ま

る。このように日長に対して反応する性質を（ オ ）という。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ア イ ウ エ オ 

① 長日 長く 短日 短く 光周性 

② 長日 短く 短日 長く 光周性 

③ 長日 長く 短日 短く 日周性 

④ 長日 短く 短日 長く 日周性 

⑤ 短日 長く 長日 短く 光周性 

⑥ 短日 短く 長日 長く 光周性 

⑦ 短日 長く 長日 短く 日周性 

⑧ 短日 短く 長日 長く 日周性 
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問１６ バナナの実の成熟に関する実験である。図のように、未熟バナナだけが入った密

封された箱の中に未熟バナナを入れて、一定時間経過しても箱の中のバナナは未熟の

ままであった。続いて、a～e の実験を一定時間行った際に全てのバナナが成熟する条

件を過不足なく含む組合せはどれか。ただし、全ての実験は室温 20℃の条件で行った。 

 

 

a 成熟したバナナを入れる 

 

b エチレンガスを入れる 

 
 

c オーキシン溶液を噴霧する 

 

d サイトカイニン溶液を噴霧する 

 

e ジベレリン溶液を噴霧する 

 
 

 

 

① a, b ② a, c ③ a, d ④ a, e ⑤ b, c 

⑥ b, d ⑦ b, e ⑧ a, b, c ⑨ a, c, d ⑩ a, c, e 

成熟未熟
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問１７ 生態系は、洪水や山火事などのかく乱が生じた後でも、元の状態を維持したり、

元の状態へ戻ったりする能力を持っている。このような生態系の安定性に関する記述

として、最も適切なものはどれか。 

 

①  抵抗力とは、かく乱によって変化した後、速やかに元の状態へ回復する能力を指 

す。 

②  復元力とは、かく乱による変化を小さく抑え、元の状態を維持する能力を指す。 

③  生物多様性が高い生態系ほど、かく乱に対する抵抗力は低い傾向にある。 

④  植生が成立している遷移途中の生態系は、極相に達した生態系よりも抵抗力が高 

い。 

⑤  生態系の安定性は、抵抗力と復元力から評価され、多様性が高いほどこれらの能 

力も高い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 14 - 

問１８ 表は、ある生態系における生産者（植物）と一次消費者（植食動物）のエネルギー

収支の一部をまとめたものである。この生態系における栄養段階間のエネルギー効率

（生産者から一次消費者へのエネルギー効率）として最も適切なものはどれか。ただ

し、エネルギー効率は、ある栄養段階が同化するエネルギー量を、その前の栄養段階

が同化するエネルギー量で割った値で求めるものとする。 

 

 

 

 

栄養段階 項目 
エネルギー量 

（× 103 kJ/(m2⋅年)） 

生産者 
総生産量 1000 

呼吸量 400 

一次消費者 

摂食量 200 

不消化排出量 100 

呼吸量 80 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①  5 % ②  10 % ③  17 % ④  20 % ⑤  50 % 
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問１９-問２０ 生物の分類に関する以下の文章を読み、各問いに答えよ。 

 

生物の世界の３つのドメインは、真核生物、（ ア ）、（ イ ）に分類される。（ ア ）

と（ イ ）は、原核生物の（ ウ ）を用いた系統解析結果によって分類された。（ ア ）

ドメインは、原核生物の大半を占めており、光合成や化学合成を行う独立栄養生物や、

大腸菌や乳酸菌のような従属栄養生物などが含まれている。一方、（ イ ）ドメインは、

高温や高塩濃度など、極限環境などに生息する原核生物が含まれている。現在では、一

般的に生物が生育しやすい環境に生育する種も発見されている。 

 

問１９ 文中の空欄（ア）～（ウ）に当てはまる語句の正しい組合せはどれか。 

 

問２０ 各ドメインに当てはまる生物の正しい組合せはどれか。 

 ア イ ウ 

① 細菌 アーキア（古細菌） DNA 

② 細菌 アーキア（古細菌） リボソーム RNA  

③ 細菌 アーキア（古細菌） タンパク質 

④ アーキア（古細菌） 細菌 DNA 

⑤ アーキア（古細菌） 細菌 リボソーム RNA 

⑥ アーキア（古細菌） 細菌 タンパク質 

 真核生物 ア イ 

①  紅藻 シアノバクテリア メタン生成菌 

②  酵母 硝酸菌 紅藻 

③  ヒト 乳酸菌 緑色硫黄細菌 

④  ゾウリムシ 大腸菌 ミドリムシ 

⑤  陸上植物 メタン生成菌 クラミジア 
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Ⅰ 

次の各問いに答えよ。 

 

(1) ( x − 4)( x − 6)( x + 1)( x + 3) を展開すると 

 x4 − ア x3 − イ ウ x2 + エ オ x + カ キ である。 

 

 

 

(2) (x2 − 3x + 6)( x2 − x + 6) − 15x2 を因数分解すると 

 ( x2 − ク x + ケ ) ( x2 + コ x + サ ) である。 

 

 

 

(3) √7の小数部分を a とすると，a = √7 − シ である。 

また，a2 + 4a − 5 = ス セ である。 

 

 

 

  

（1）解答は，答え部分の    の中の片仮名ア，イ，ウ,･･･に， 

  マークシートの－，±，0，1，2，･･･，9 の記号や数字が、 

  それぞれ一つずつ対応している。最も適当な記号や数字を 

鉛筆で塗りつぶすこと。 

  問題冊子の問題番号Ⅰ・Ⅱに対応した解答欄にマークすること。 

（2）答えが分数になる場合は，必ず既約分数（それ以上約分できない 

形の分数）にすること。 

（3）答えに根号が現れる場合は，根号の中は最も簡単な形にすること。 

 例えば√12の場合，2√3のようにする。 
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(4) △ABC において，AB = 6，BC = 5，CA = 7 とする。このとき， 

外接円の半径を R とすると，R = 
  ソ タ  ට   チ   

ツ テ
 である。 

 

 

(5) 長方形 ABCD において，AB = 10，AD = 6 とする。辺 AB 上に点 P，辺 AD 上に

点 Q をとり，AP = x，AQ = 6 − 2x とする。 

このとき，三角形 APQ の面積は x = 
 ト 

  ナ  
 のとき，最大値 

 ニ 

  ヌ  
 である。 

 

 

(6) a<b とする。a，b を含む 10 個の数値データがある。 

 

a  b  34  29  85  26  73  62  91  47 

 

このデータについて，中央値が 60，第 3 四分位数が 75 であるとき， 

a = ネ ノ ，b = ハ ヒ である。 

 

 

(7) 袋 A には赤球 2 個と白球 4 個，袋 B には赤球 4 個と白球 1 個が入っている。 

まず，袋 A から球を 1 個取り出して袋 B に入れる。 

次に，袋 B から 2 個の球を同時に取り出す。 

このとき，袋 B から取り出した 2 個の球が同じ色である確率は 
 フ 

  ヘ ホ  
 である。 

 

 

(8) 三角形 ABC において，BC 上に点 D，CA 上に点 E，AB 上に点 F がある。また，

BC = 8，BD = 5，CE：EA = 3：2，AF：FB = x：1 とし，AD，BE，CF が 1 点で交

わるとき，x = 
 マ 

  ミ  
 である。  
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Ⅱ 

[1] 

ある薬物の濃度は，投与後の一定時間範囲内では，投与後の経過時間 t の 2 次関数として

表されることがわかった。薬物の体内での濃度を C(t)（mg/L）としたとき，以下の問いに

答えなさい。 

 

（1） t = 0 の時，濃度は 0 mg/L であった。また，投与 2 時間後には 8 mg/L になり，投与

6 時間後には薬物は消失し，再び 0 mg/L となった。 

薬物濃度が最大になる時刻は t = ア であり，その時の濃度は イ mg/L である。 

 

 

 

 

 

（2） 4 ≦ C(t) ≦8 を満たす t の範囲は， 

ウ −ට  エ  ≦ t ≦ オ ， カ ≦ t ≦ キ ＋ට   ク   である。 

 

 

 

 

 

（3） 薬物濃度が一度最大値になった後に，4 mg/L まで低下した時に再投与を行うこと

とした。再投与を初めて行うときの時刻 t は，t = ケ ＋ට   コ  である。 
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[2] 

三角形 ABC において，A = 90°，AB = 3，AC = 4 であるとき，次の値を求めよ。 

 

（1） 外接円の半径 R = 
 サ 

  シ  
  

 

 

 

 

 

 

（2） 内接円の半径 r = ス  

 

 

 

 

 

 

（3） 内心 I と外心 O の距離 IO = 
 ට   セ   

ソ
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       一 

次
の
文
章
を
読
ん
で
䣍
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
䣎 

 

䣕
博
士
の
愛
し
た
数
式
䣖
が
生
ま
れ
る
ま
で 

 

そ
れ
と
も
う
一
つ
意
外
だ
䣬
た
の
は
䣍
数
学
者
た
ち
が
と
て
も
謙け

ん

虚き
䣯

だ
と
い
う
こ
と
で
す
䣎 

 

た
と
え
ば
䣍
䣓
三
角
形
の
内
角
の
和
は
一
八
〇
度
で
あ
る
䣎
そ
れ
は
人
間
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
仕
向
け

た
か
ら
で
も
な
い
し
䣍
人
間
の
心
が
感
じ
る
か
ら
で
も
な
い
䣎
人
間
が
生
ま
れ
る
前
か
ら
䣍
ず
う
䣬
と
世

界
は
そ
う
い
う
ふ
う
に
作
ら
れ
て
い
る
ん
だ
䣎
と
い
う
こ
と
は
䣍
人
間
よ
り
も
も
䣬
と
偉
大
な
何
者
か
䣍

サ
ム
シ
ン
グ
・
グ
レ
イ
ト
に
よ
䣬
て
䣍
三
角
形
の
内
角
の
和
は
ど
ん
な
に
小
さ
な
三
角
形
も
巨き

䣯

大だ
い

な
三
角

形
も
䣍
す
べ
て
一
八
〇
度
に
な
䣬
た
䣎
だ
か
ら
数
学
者
は
䣍
偉
大
な
何
者
か
が
世
界
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に

隠か
く

し
た
そ
う
い
う
秘
密
を
䣍Ａ
洞ど

う

窟く
つ

か
ら
宝
石
を
掘ほ

り
返か

え

す
よ
う
に
し
て
見
つ
け
出
す
䣍
そ
れ
が
仕
事
だ
䣔

と
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
る
ん
で
す
䣎
つ
ま
り
そ
う
い
う
目
に
見
え
な
い
何
か
偉
大
な
も
の
に
対
す
る 

 

一 

な
気
持
ち
䣍

跪
ひ
ざ
ま
ず

く
心
を
持
䣬
て
䣍 

世
界
の
有
り
様
を
追
㋐

キ
䣻
ウ
し
て
い
る
の
で
す
䣎 

 

よ
く
こ
う
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
䣎
䣓
相
対
性
理
論
は
䣍
ア
イ
ン
シ
䣻
タ
イ
ン
が
発
見
し

な
く
て
も
䣍
何
年
後
か
に
別
な
人
が
発
見
し
た
だ
ろ
う
䣎
し
か
し
䣍
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
の
音
楽
は
彼
が
居
な

け
れ
ば
決
し
て
生
ま
れ
な
か
䣬
た
䣔
と
䣎
つ
ま
り
䣍
フ
䣷
ル
マ
䤀
の
定
理
は
䣍
一
九
九
四
年
に
イ
ギ
リ
ス

の
ア
ン
ド
リ
䣻
䤀
・
ワ
イ
ル
ズ
と
い
う
数
学
者
に
よ
䣬
て
証
明
さ
れ
た
が
䣍
ワ
イ
ル
ズ
が
証
明
で
き
な
く

て
も
い
ず
れ
誰だ

れ

か
他
の
天
才
が
証
明
で
き
た
䣎
し
か
し
䣍
ピ
カ
ソ
の
絵
は
ピ
カ
ソ
に
し
か
描か

け
な
い
䣍
と

い
う
こ
と
で
し
䣯
う
か
䣎 

 

こ
の
よ
う
に
䣍
数
学
者
を
含ふ

く

め
た
科
学
者
の
人
た
ち
が
䣍
あ
る
特
別
な
謙
虚
さ
を
も
䣬
て
自
分
の
仕
事

に
当
た
䣬
て
い
る
こ
と
が
䣍
大
変
魅
力
的
な
点
で
し
た
䣎 

 

以
上
の
よ
う
な
出
会
い
に
よ
り
䣍
私
の
数
学
に
対
す
る
イ
メ
䤀
ジ
は
根
底
か
ら
く
つ
が
え
さ
れ
ま
し
た
䣎

数
学
と
耳
に
す
る
だ
け
で
䣍
自
分
に
は
無
関
係
と
決
め
つ
け
て
い
た
の
に
䣍
そ
こ
に
予
想
も
し
な
か
䣬
た

不
思
議
䣍
驚
き
が
隠
れ
て
い
た
の
で
す
䣎
す
ぐ
に
私
は
䣍
こ
れ
は
小
説
の
題
材
に
な
る
と
直
感
し
ま
し
た
䣎

数
の
世
界
が
䣍
才
能
豊
か
な
数
学
者
た
ち
が
頭

こ
う
べ

を
垂た

れ
る
ほ
ど
に
美
し
い
も
の
で
あ
る
な
ら
䣍
そ
の
美

し
さ
を
言
葉
で
表
現
し
て
み
た
い
䣎
と
い
う
と
こ
ろ
か
ら
作
品
が
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
す
䣎 

設
問
は
30
題
あ
る
䣎 

解
答
は
そ
れ
ぞ
れ
の
設
問
の
選
択
肢
の
中
か
ら
一
つ
選
び
䣍
解
答
用
紙
の 

問
1
䦅
問
30
の
該
当
す
る
箇
所
を
鉛
筆
で
ぬ
り
つ
ぶ
す
こ
と
劤 
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Ⅰ
䣍
数
学
者
を
登
場
さ
せ
る
と
し
て
も
䣍
自
分
自
身
に
数
学
の
知
識
が
な
い
の
で
す
か
ら
䣍
数
学
者
を

語
り
手
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
䣎
Ⅱ
䣍
そ
の
数
学
者
を
観
察
し
な
が
ら
䣍
少
し
ず
つ
触
れ
合
い
を
深

め
て
ゆ
き
䣍
同
時
に
数
の
世
界
の
美
し
さ
に
気
づ
い
て
ゆ
く
よ
う
な
立
場
の
語
り
手
が
必
要
に
な
䣬
て
き

ま
す
䣎
家
族
で
は
あ
ま
り
に
も
密
㋑

セ
ツ
す
ぎ
る
䣍
恋
人
で
は
ま
た
生
々
し
く
な
り
す
ぎ
る
䣍
Ⅲ
適
切
な

距き
䣯

離り

を
保
ち
つ
つ
䣍
尊
敬
の
念
を
育

は
ぐ
く

め
る
よ
う
な
関
係
は
な
い
だ
ろ
う
か…

…

と
䣍
あ
れ
こ
れ
考
え
ま

し
た
䣎 

 

そ
の
時
䣍
ふ
と
思
い
浮
か
ん
だ
の
が
家
政
婦
さ
ん
と
い
う
職
業
で
す
䣎
家
政
婦
さ
ん
な
ら
䣍
ず
か
ず
か

と
無ぶ

遠え
ん

慮り
䣯

に
人
の
人
生
に
踏ふ

み
込こ

ん
で
は
き
ま
せ
ん
䣎
そ
れ
で
い
て
現
実
的
な
生
活
の
面
で
は
大
き
な
役

割
を
果
た
す
䣎
相
手
が
ど
ん
な
人
㋒

カ
ク
を
持
䣬
て
い
よ
う
と
も
䣍
と
に
か
く
す
べ
て
を
受
け
入
れ
䣍
耳

を
傾

か
た
む

け
る
䣎
Ⅳ
数
学
と
は
縁え

ん

遠ど
お

い
職
業
で
し
䣯
う
か
ら
䣍
き
䣬
と
私
自
身
が
感
じ
た
の
と
同
じ
不
思
議

と
驚
き
に
䣍
心
を
揺ゆ

さ
ぶ
ら
れ
る
に
違
い
な
い
䣎
そ
う
し
た
思
い
の
中
か
ら
䣍
数
学
者
と
家
政
婦
さ
ん
と

い
う
主
要
な
登
場
人
物
が
浮
か
び
上
が
䣬
て
き
た
の
で
す
䣎 

 

Ⅴ
䣍
数
学
者
の
小
説
を
書
く
に
あ
た
䣬
て
䣍
伝
記
や
数
学
に
関
す
る
簡
単
な
読
み
物
を
手
当
た
り
次
第

に
読
み
ま
し
た
䣎
今
ま
で
の
自
分
な
ら
恐お

そ

ら
く
手
に
取
ら
な
か
䣬
た
だ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
種
類
の
本
ば

か
り
で
し
た
が
䣍
全
く
退た

い

屈く
つ

し
ま
せ
ん
で
し
た
䣎
そ
れ
ど
こ
ろ
か
䣍
読
め
ば
読
む
ほ
ど
Ｂ

小
説
を
書
き
た

く
て
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
に
な
䣬
て
い
䣬
た
の
で
す
䣎
䣕
フ
䣷
ル
マ
䤀
の
最
終
定
理
䣖
も
䣕
放ほ

う

浪ろ
う

の
天
才

数
学
者
エ
ル
デ
シ
䣻
䣖
も
䣍
そ
こ
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
の
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
は
事
実
で
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
䣍
私
に
は
ど
れ
も
が
ド
ラ
マ
テ
䣵
䣹
ク
で
詩
的
な
エ
ピ
ソ
䤀
ド
に
感
じ
ら
れ
ま
し
た
䣎
そ
の
最
も 

 

二 

な
例
が
Ｃ

友
愛
数
で
す
䣎 

 

友
愛
数
は
䣍
一
方
の
約
数
の
和
が
䣍
他
方
の
数
の
約
数
の
和
に
な
る
䥹
そ
の
数
自
身
を
除
く
䥺䣍
と
い
う

ペ
ア
の
数
で
す
䣎
最
初
に
そ
の
ペ
ア
を
発
見
し
た
の
は
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
で
す
か
ら
䣍
ず
い
ぶ
ん
昔
の
話
で
す

が
䣍
そ
の
最
初
の
ペ
ア
が
䣍
２
２
０
と
２
８
４
だ
䣬
た
の
で
す
䣎 

  
 
2
20 

: 1
 +
 2 

+ 4 +
 5
 + 1

0 +
 11

 +
 2
0 
+ 2

2 + 
44
 + 

55
 + 

11
0 =

 28
4 

 
 
2
84 

: 1
 +
 2 

+ 4 +
 7
1 + 

142
 = 

22
0 

  

つ
ま
り
䣍
２
２
０
と
２
８
４
は
䣍
そ
れ
ぞ
れ
の
約
数
を
足
す
と
そ
れ
ぞ
れ
相
手
に
な
る
䣎
こ
う
い
う
ち

䣯
䣬
と
特と

く

殊し
䣮

な
関
係
で
結
ば
れ
た
数
を
䣍
友
愛
数
と
い
う
の
だ
そ
う
で
す
䣎
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
は
こ
の
一
組
し

か
発
見
で
き
な
か
䣬
た
の
で
す
が
䣍
後
に
フ
䣷
ル
マ
䤀
の
定
理
で
有
名
な
フ
䣷
ル
マ
䤀
が
䣍
も
う
一
組
発

見
し
ま
す
䣎
そ
の
後
䣍
デ
カ
ル
ト
や
オ
イ
ラ
䤀
な
ど
も
発
見
し
䣍
ま
た
䣍
イ
タ
リ
ア
人
の
十
六
歳
の
少
年

が
偶
然
発
見
し
た
り
と
い
う
よ
う
に
䣍
い
ろ
い
ろ
な
ド
ラ
マ
が
あ
䣬
た
よ
う
で
す
䣎 

䣓 

三 

䣔
と
い
う
の
は
䣍
あ
ま
り
日
常
生
活
で
使
う
言
葉
で
は
な
い
の
で
す
が
䣍
い
い
言
葉
だ
と
私
は

思
い
ま
し
た
䣎
そ
れ
が
ま
し
て
数
学
の
中
に
登
場
す
る
こ
と
に
心
引
か
れ
て
䣍
こ
の
友
愛
数
を
な
が
め
て
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い
る
う
ち
に
䣍
数
学
者
と
家
政
婦
さ
ん
の
䣍
そ
れ
ま
で
朧

お
ぼ
ろ

げ
だ
䣬
た
人
物
像
が
少
し
ず
つ
具
体
的
に
自

分
の
な
か
で
形
作
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
䣎 

 

２
２
０
は
䣍
二
月
二
十
日
と
い
う
こ
と
に
し
て
家
政
婦
さ
ん
の
誕
生
日
に
し
よ
う
䣎
２
８
４
は
䣍
そ
の

数
学
者
が
論
文
を
書
い
て
賞
を
も
ら
䣬
た
と
き
の
記
念
品
の
腕う

で

時ど

計け
い

に
刻
ま
れ
て
い
る
番
号
に
し
よ
う
䣎

そ
し
て
䣍
そ
の
数
学
者
が
食

し
䣯
く

卓た
く

の
上
で
䣍
新
聞
広
告
の
裏
か
何
か
に
鉛え

ん

筆ぴ
つ

で
一い

䣬

所し
䣯

懸け
ん

命め
い

そ
れ
ら
の
数
字

を
書
い
て
䣍
䣓
君
の
誕
生
日
と
僕ぼ

く

の
腕
時
計
に
刻
ま
れ
て
い
る
文
字
は
䣍
友
愛
の
契ち

ぎ

り
を
結
ん
だ
特
別
な

数
な
ん
だ
よ
䣔
と
䣍
家
政
婦
さ
ん
に
教
え
る
場
面
が
浮
か
ん
で
き
た
の
で
す
䣎 

 

そ
う
す
る
と
䣍
も
う
自
然
に
そ
の
人
物
の
声
の
感
じ
と
か
立
ち
居
振ふ

る
舞ま

い
と
か
䣍
二
人
の
関
係
が
見

え
て
く
る
わ
け
で
す
䣎
そ
こ
か
ら
一
気
に
䣍
Ｄ

物
語
の
向
か
う
べ
き
方
向
が
明
ら
か
に
な
䣬
て
䣍
小
説
自

体
が
動
き
だ
し
て
い
き
ま
し
た
䣎 

 

つ
ま
り
䣍
䣕
博
士
の
愛
し
た
数
式
䣖
は
最
初
か
ら
ス
ト
䤀
リ
䤀
が
は
䣬
き
り
見
え
て
い
た
わ
け
で
は
な

く
䣍
あ
る
一
場
面
が
ま
ず
浮
か
び
上
が
䣬
て
き
て
䣍
そ
こ
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
く
る
と
い
う

よ
う
な
書
き
方
で
し
た
䣎
数
学
に
つ
い
て
調
べ
て
い
く
う
ち
䣍
さ
ま
ざ
ま
な
偶
然
の
出
会
い
が
あ
り
䣍
そ

の
出
会
い
が
自
然
と
物
語
を
形
作
䣬
て
い
䣬
た
の
で
す
䣎 

 

誰
も
が
物
語
を
作
り
出
し
て
い
る 

 

私
は
䣍
作
家
と
し
て
デ
ビ
䣻
䤀
し
て
十
七
年
に
な
り
ま
す
䣎䥹
注
１
䥺

新
田
次
郎
さ
ん
の
家
の
門
の
前
で
た

じ
ろ
い
で
い
た
頃
は
䣍
物
語
は
特
別
な
も
の
だ
䣍
特
別
な
才
能
の
あ
る
人
し
か
小
説
は
書
け
な
い
ん
だ
䣍

と
思
い
な
が
ら
高
い
塀
を
見
上
げ
て
い
ま
し
た
䣎
で
す
が
䣍
自
分
が
小
説
を
書
き
つ
づ
け
て
き
て
最
近
思

う
の
は
䣍
物
語
は
本
を
開
い
た
と
き
に
䣍
そ
の
本
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
䣍
日
常
生
活
の
中
䣍
人

生
の
中
に
い
く
ら
で
も
あ
る
ん
じ
䣭
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
䣎 

 

た
と
え
ば
䣍
非
常
に
受
け
入
れ
が
た
い
㋓

コ
ン
難
な
現
実
に
ぶ
つ
か
䣬
た
と
き
䣍
人
間
は
ほ
と
ん
ど
無

意
識
の
う
ち
に
自
分
の
心
の
形
に
合
う
よ
う
に
そ
の
現
実
を
い
ろ
い
ろ
変
形
さ
せ
䣍
ど
う
に
か
し
て
そ
の

現
実
を
受
け
入
れ
よ
う
と
す
る
䣎
も
う
そ
こ
で
一
つ
の 

四 

を
作
䣬
て
い
る
わ
け
で
す
䣎 

 

あ
る
い
は
現
実
を
記き

憶お
く

し
て
い
く
と
き
で
も
䣍
あ
り
の
ま
ま
に
記
憶
す
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
く
䣍
や

は
り
自
分
に
と
䣬
て
嬉う

れ

し
い
こ
と
は
う
ん
と
膨ふ

く

ら
ま
せ
て
䣍
悲
し
い
こ
と
は
う
ん
と
小
さ
く
し
て
と
い
う

ふ
う
に
䣍
自
分
の
記
憶
の
形
に
似
合
う
よ
う
な
も
の
に
変
え
て
䣍
現
実
を
物
語
に
し
て
自
分
の
な
か
に
積

み
重
ね
て
い
く
䣎
そ
う
い
う
意
味
で
い
え
ば
䣍
誰
で
も
生
き
て
い
る
限
り
は
物
語
を
必
要
と
し
て
お
り
䣍

物
語
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
䣍
ど
う
に
か
現
実
と
の
Ｅ

折
り
合
い
を
つ
け
て
い
る
の
で
す
䣎 

䥹
小
川
洋
子
䣕
物
語
の
役
割
䣖
に
よ
る
䥺 
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䥹
注
１
䥺
小
説
家
䣎
筆
者
は
大
学
時
代
に
新
田
次
郎
の
家
を
外
か
ら
眺
め
に
行
き
䣍
作
家
へ
の
憧
れ
を
強

く
し
て
い
た
䣎
新
田
次
郎
の
息
子
で
あ
る
藤
原
正
彦
は
䣍
筆
者
が
䣕
博
士
の
愛
し
た
数
式
䣖
を
執

筆
す
る
き
䣬
か
け
に
な
䣬
た
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
の
相
手
で
あ
る
䣎 

    

問
１
卛
問
４ 

傍
線
部
○ア
䦅
○エ
に
相
当
す
る
漢
字
を
含
む
も
の
を
䣍
次
の
各
群
の
傍
線
部
①
䦅
④
の
う
ち
か

ら
䣍
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

真
理
を
キ
䣻
ウ
明
す
る 

② 

要
キ
䣻
ウ
を
退
け
る 

問
１ 

○ア 

追
キ
䣻
ウ 

 
 
 
 

③ 

民
を
キ
䣻
ウ
済
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

影
響
が
波
キ
䣻
ウ
す
る 

  

① 

予
算
を
セ
ツ
減
す
る 

② 

親
セ
ツ
な
対
応 

 
 
 

問
２ 

○イ 

密
セ
ツ 

 
 
 
 
 

③ 

面
セ
ツ
を
受
け
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

④ 

不
セ
ツ
生
を
改
め
る 

  

① 

カ
ク
新
的
な
技
術 

② 

規
カ
ク
に
合
わ
せ
る 

 
 
 

問
３ 

○ウ 

人
カ
ク 

 
  

 
 
 

③ 

カ
ク
実
な
証
拠 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 

④ 

事
業
を
カ
ク
大
す
る 

   
 
 
 
 
 
   

   
   

  
 
 
 
 
 

① 

貧
コ
ン
に
あ
え
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② 

コ
ン
姻
の
届
出 

 
 
 

問
４ 

○エ 

コ
ン
難 

 
 
 
 
  

③ 

コ
ン
拠
を
示
す 

 
 
 
 
 
 
  

 
 
  

 
 
 
 
 
 

④ 

コ
ン
乱
を
招
く 
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問
５ 
傍
線
部
Ａ
に
䣓
洞
窟
か
ら
宝
石
を
掘
り
返
す
よ
う
に
し
て
見
つ
け
出
す
䣍
そ
れ
が
仕
事
だ
䣔
と
あ
る
が
䣍

こ
の
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

数
学
の
真
理
は
非
常
に
高
価
な
も
の
で
あ
り
䣍
経
済
的
な
価
値
が
高
い
か
ら
䣎 

 
 

② 

数
学
の
研
究
は
暗
闇
の
中
で
行
わ
れ
る
孤
独
な
作
業
だ
か
ら
䣎 

③ 

真
理
は
人
間
が
作
る
も
の
で
は
な
く
䣍
最
初
か
ら
そ
こ
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
か
ら
䣎 

 
 

④ 

宝
石
の
よ
う
に
美
し
く
磨
き
上
げ
な
け
れ
ば
䣍
数
式
は
完
成
し
な
い
か
ら
䣎 

 
 

⑤ 

洞
窟
の
よ
う
に
深
く
入
り
込
ま
な
い
と
䣍
理
解
で
き
な
い
難
解
な
も
の
だ
か
ら
䣎 

  

問
６ 

ア
イ
ン
シ
䣻
タ
イ
ン
と
モ
䤀
ツ
䣴
ル
ト
の
比
較
が
示
し
て
い
る
䣓
科
学
䥹
数
学
䥺䣔
と
䣓
芸
術
䣔
の
違
い

と
は
何
か
䣎
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

科
学
は
努
力
や
助
け
合
い
に
よ
䣬
て
到
達
で
き
る
が
䣍
芸
術
は
生
ま
れ
つ
き
の
才
能
が
必
要
で
あ
る
䣎 

② 

科
学
的
な
発
見
は
客
観
的
な
事
実
を
取
り
あ
げ
る
が
䣍
芸
術
的
な
発
見
は
主
観
的
な
感
情
を
取
り
扱

う
䣎 

③ 

科
学
的
発
見
は
誰
か
が
い
ず
れ
す
る
必
然
的
な
も
の
だ
が
䣍
芸
術
作
品
は
そ
の
人
固
有
の
創
造
物
で

あ
る
䣎 

④ 

科
学
は
未
来
に
向
か
䣬
て
進
歩
す
る
が
䣍
芸
術
は
過
去
の
遺
産
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
䣎 

⑤ 

科
学
は
多
く
の
人
の
協
力
が
必
要
だ
が
䣍
芸
術
は
孤
独
な
作
業
で
あ
る
䣎 

  

問
７ 

空
欄
一
に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

謙
虚 

 
 

② 

卑
屈 

③ 

臆
病 

 
 

④ 

傲
慢 

 
 

⑤ 

横
柄 
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問
８ 
空
欄
Ⅰ
䦅
Ⅴ
に
入
れ
る
の
に
最
も
適
切
な
語
の
組
み
合
わ
せ
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選

び
な
さ
い
䣎 

 

① 

Ⅰ 

当
然 

 
 
 
 

Ⅱ 

ま
ず 

 
 
 
 

Ⅲ 

そ
こ
で 

 
 
 

Ⅳ 

も
䣬
と 

Ⅴ 

し
か
も 

② 

Ⅰ 

し
か
も 

 
 
 

Ⅱ 

当
然 

 
 
 
 

Ⅲ 

ま
ず 

 
 
 
 

Ⅳ 

そ
こ
で 

Ⅴ 

も
䣬
と 

③ 

Ⅰ 

も
䣬
と 

 
 
 

Ⅱ 
し
か
も 

 
 
 

Ⅲ 

当
然 

 
 
 
 

Ⅳ 

ま
ず 

Ⅴ 

そ
こ
で 

④ 

Ⅰ 

そ
こ
で 

 
 
 

Ⅱ 

も
䣬
と 

 
 
 

Ⅲ 

し
か
も 

 
 
 

Ⅳ 

当
然 

Ⅴ 

ま
ず 

⑤ 

Ⅰ 

ま
ず 

 
 
 
 

Ⅱ 

そ
こ
で 

 
 
 

Ⅲ 
も
䣬
と 

 
 
 

Ⅳ 

し
か
も 

Ⅴ 

当
然 

  

問
９ 

傍
線
部
Ｂ
に
䣓
小
説
を
書
き
た
く
て
た
ま
ら
な
い
気
持
ち
䣔
と
あ
る
が
䣍
筆
者
が
こ
の
よ
う
な
気
持
ち

に
な
䣬
た
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

  
 

① 

難
し
い
数
式
が
解
け
た
と
き
の
快
感
が
忘
れ
ら
れ
な
く
な
䣬
た
か
ら
䣎 

 
 

② 

ベ
ス
ト
セ
ラ
䤀
に
な
る
予
感
が
し
て
䣍
興
奮
を
抑
え
き
れ
な
く
な
䣬
た
か
ら
䣎 

 
 

③ 

数
学
の
論
理
的
な
構
成
が
䣍
小
説
の
プ
ロ
䣹
ト
作
り
に
役
立
つ
と
気
づ
い
た
か
ら
䣎 

 
 

④ 

数
学
者
の
人
生
が
䣍
予
想
だ
に
せ
ず
ド
ラ
マ
テ
䣵
䣹
ク
で
あ
る
と
感
じ
た
か
ら
䣎 

 
 

⑤ 

自
分
の
数
学
に
対
す
る
無
知
を
恥
じ
䣍
勉
強
し
直
し
た
い
と
思
䣬
た
か
ら
䣎 

  

問
10 

空
欄
二
に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ

い
䣎 

 

① 

劇
的 

 
 

② 

典
型
的 

③ 

模
範
的 

 
 

④ 

運
命
的 

 
 

⑤ 

魅
力
的 
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問
11 
傍
線
部
Ｃ
に
䣓
友
愛
数
䣔
と
あ
る
が
䣍
筆
者
が
䣓
友
愛
数
䣔
と
い
う
も
の
に
惹
か
れ
た
理
由
と
し
て
最

も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

  
 

① 

計
算
式
が
非
常
に
複
雑
で
䣍
解
読
し
が
い
が
あ
䣬
た
か
ら
䣎 

 
 

② 

ピ
タ
ゴ
ラ
ス
や
フ
䣷
ル
マ
䤀
と
い
䣬
た
有
名
な
天
才
た
ち
が
関
わ
䣬
て
い
た
か
ら
䣎 

 
 

③ 

自
分
の
誕
生
日
と
偶
然
一
致
す
る
数
字
が
含
ま
れ
て
い
た
か
ら
䣎 

 
 

④ 

䣓
友
愛
䣔
と
い
う
人
間
的
で
温
か
い
言
葉
が
䣍
論
理
的
な
数
学
の
世
界
に
登
場
し
た
か
ら
䣎 

 
 

⑤ 

割
り
切
れ
な
い
数
字
同
士
の
関
係
が
䣍
人
間
の
孤
独
を
表
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
た
か
ら
䣎 

  

問
12 

空
欄
三
に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ

い
䣎 

 

① 

友
愛 

 
 

② 

偶
然 

③ 

定
理 

 
 

④ 

約
数 

 
 

⑤ 

特
殊 

  

問
13 

 

傍
線
部
Ｄ
に
䣓
物
語
の
向
か
う
べ
き
方
向
が
明
ら
か
に
な
䣬
て
䣔
と
あ
る
が
䣍
こ
れ
は
ど
の
よ
う
な

状
態
で
あ
る
と
言
え
る
か
䣎
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

小
説
の
タ
イ
ト
ル
が
決
ま
り
䣍
出
版
の
目
処
が
立
䣬
た
状
態
䣎 

 
 

② 

登
場
人
物
の
特
徴
や
関
係
が
見
え
始
め
䣍
彼
ら
が
自
律
的
に
動
き
出
し
た
状
態
䣎 

③ 

数
学
的
な
矛
盾
が
な
く
な
り
䣍
論
理
的
に
完
璧
な
構
成
に
な
䣬
た
状
態
䣎 

 
 

④ 

読
者
が
感
動
す
る
ク
ラ
イ
マ
䣹
ク
ス
の
シ
䤀
ン
が
思
い
つ
い
た
状
態
䣎 

 
 

⑤ 

実
際
の
数
学
者
の
伝
記
を
忠
実
に
再
現
で
き
る
と
確
信
し
た
状
態
䣎 
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問
14 
筆
者
が
述
べ
る
䣕
博
士
の
愛
し
た
数
式
䣖
の
創
作
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅

⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

最
初
か
ら
結
末
ま
で
の
ス
ト
䤀
リ
䤀
を
完
全
に
構
築
し
て
か
ら
䣍
執
筆
を
始
め
た
䣎 

 
 

② 

数
学
の
歴
史
を
時
系
列
順
に
紹
介
す
る
よ
う
に
䣍
章
立
て
を
構
成
し
た
䣎 

③ 

登
場
人
物
の
履
歴
書
を
詳
細
に
作
成
し
䣍
特
徴
を
固
め
て
か
ら
場
面
を
作
䣬
た
䣎 

 
 

④ 

編
集
者
と
相
談
し
な
が
ら
䣍
売
れ
る
要
素
を
盛
り
込
ん
で
プ
ロ
䣹
ト
を
作
䣬
た
䣎 

 
 

⑤ 

あ
る
一
場
面
が
浮
か
び
上
が
り
䣍
そ
こ
か
ら
物
語
の
方
向
性
が
見
え
て
き
た
䣎 

  

問
15 

空
欄
四
に
入
れ
る
語
句
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ

い
䣎 

 

① 

物
語 

 
 

② 

真
実 

③ 

記
憶 

 
 

④ 

自
分 

 
 

⑤ 

分
身 

  

問
16 

 

傍
線
部
Ｅ
に
䣓
折
り
合
い
を
つ
け
䣔
と
あ
る
が
䣍䣓
折
り
合
い
を
つ
け
る
䣔
の
意
味
と
し
て
最
も
適

切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

敵
対
し
て
い
た
相
手
と
仲
直
り
を
す
る
䣎 

 
 

② 

諦
め
て
䣍
途
中
で
投
げ
出
す
䣎 

③ 

譲
歩
し
て
䣍
納
得
で
き
る
妥
協
点
を
見
つ
け
る
䣎 

 
 

④ 

借
金
を
返
済
し
て
䣍
身
軽
に
な
る
䣎 

 
 

⑤ 

複
雑
な
事
情
を
整
理
し
て
䣍
解
決
す
る
䣎 
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問
17 
十
七
年
間
の
作
家
生
活
を
経
て
到
達
し
た
䣍
筆
者
の
䣓
物
語
䣔
に
対
す
る
考
え
方
と
し
て
最
も
適
切
な

も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

  
 

① 

物
語
は
一
時
的
に
現
実
か
ら
逃
避
す
る
た
め
の
道
具
で
あ
り
䣍
人
生
の
問
題
を
解
決
す
る
役
に
は
立

た
な
い
䣎 

 
 

② 

物
語
は
本
の
中
だ
け
に
あ
る
の
で
は
な
く
䣍
誰
も
が
日
常
生
活
の
中
で
作
り
出
し
て
い
る
身
近
な
も

の
で
あ
る
䣎 

 
 

③ 

ド
ラ
マ
テ
䣵
䣹
ク
な
物
語
を
書
く
た
め
に
は
䣍
特
別
な
才
能
よ
り
も
努
力
と
根
性
が
必
要
で
あ
る
䣎 

 
 

④ 

物
語
は
あ
る
意
味
で
は
嘘
を
つ
く
こ
と
で
あ
り
䣍
誠
実
で
真
面
目
な
生
き
方
と
は
対
立
す
る
も
の
で

あ
る
䣎 

 
 

⑤ 

現
代
社
会
で
は
物
語
の
力
が
弱
ま
䣬
て
お
り
䣍
た
と
え
す
ば
ら
し
い
も
の
で
あ
䣬
て
も
誰
も
物
語
を

必
要
と
し
て
い
な
い
䣎 

   

二 

次
の
文
章
を
読
ん
で
䣍
後
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
䣎 

 

䣓A
ndo

 sa
ys
 th

ing
s ju

st 
like

 m
y J

ap
an
ese

 hu
sba

nd
.

䣔 

 

ア
パ
䤀
ト
の
近
く
に
あ
る
喫
茶
店
で
䣍
ぼ
く
は
ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
記
者
か
ら
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
を
受
け

て
い
る
最
中
䣍
自
分
が
書
い
た
小
説
の
登
場
人
物
に
つ
い
て
そ
ん
な
こ
と
を
言
わ
れ
て
䣍
久
し
ぶ
り
の
䣍

Ａ

本
物
の
お
ど
ろ
き
を
覚
え
た
䣎
本
物
の
お
ど
ろ
き
と
は
䣍
考
え
て
み
れ
ば
少
し
も
お
ど
ろ
く
べ
き
で
な

い
こ
と
に
は
じ
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
と
き
の
䣍
そ
の
事
柄
と
そ
れ
に
気
づ
か
ず
に
い
つ
づ
け
た
自
分
の
無

①

頓
着
を
䣍
同
時
に
思
い
知
ら
さ
れ
る
䣍
と
ま
ど
い
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
䣎 

 

ア
メ
リ
カ
人
の
女
性
記
者
か
ら
そ
う
言
わ
れ
た
と
き
䣍
ぼ
く
が
䣓
星
条
旗
の
聞
こ
え
な
い
部
屋
䣔
と
い

う
第
一
作
を
は
じ
め
て
発
表
し
た
頃
と
は
䣍
世
界
が
変
わ
䣬
た
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
た
の
で
あ
る
䣎
そ

の
人
は
䣍
日
本
文
学
研
究
家
で
は
な
い
䣎
本
人
に
い
わ
せ
れ
ば
䣓
た
ま
た
ま
日
本
人
と
結
婚
し
て
い
る
が
䣍

特
に
日
本
び
い
き
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
䣔
と
い
う
䣎
し
た
が
䣬
て
日
本
語
の
小
説
を
原
文
で
読
む
の
は
䣍

た
だ
仕
事
の
一
環
で
あ
る
䣍
と
い
う
の
だ
䣎
そ
の
人
は
②

聡
明
な
印
象
を
与
え
る
し
䣍
日
本
に
つ
い
て
は

か
な
り
す
る
ど
い
洞
察
力
も
も
䣬
て
い
る
が
䣍
ぼ
く
と
違
䣬
て
䣍䣓
日
本
䣔
と
の
関
係
に
お
い
て
は
䣓
普
通

の
ア
メ
リ
カ
人
䣔
に
違
い
な
い
䣎
ア
メ
リ
カ
か
ら
の
逃
亡
を
あ
つ
か
䣬
た
ぼ
く
の
小
説
を
䣍䣓
普
通
の
ア

メ
リ
カ
人
䣔
が
日
本
語
で
読
ん
で
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
䣎
ぼ
く
は
䣍
日
本
人
と
し
て
生
ま
れ
た
者
た

ち
の
Ｂ

島
国
コ
ン
プ
レ
䣹
ク
ス
と
は
ま
た
一
味
違
䣬
た
と
ま
ど
い
を
覚
え
て
し
ま
䣬
た
䣎
そ
し
て
日
本
語
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の
作
家
に
な
る
前
に
ぼ
く
自
身
が
た
び
た
び
そ
ん
な
と
ま
ど
い
を
与
え
る
側
に
い
た
こ
と
を
思
い
出
し

た
の
で
あ
る
䣎 

 

最
初
に
ア
メ
リ
カ
の
新
聞
か
ら
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
の
依
頼
が
来
た
と
き
䣍
Ｃ

ぼ
く
は
䣓
こ
れ
は
日
本
の
国

内
問
題
で
す
䣔
と
こ
と
わ
ろ
う
と
し
た
䣎䣓
だ
か
ら
こ
そ
興
味
が
あ
る
䣔
と
相
手
が
答
え
た
瞬
間
䣍
久
し
ぶ

り
の
英
語
の
電
話
の
や
り
と
り
の
途
中
で
䣍䣓
あ
ん
た
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
䣔
と
い
う
日
本
語
が
ぼ
く

の
③

脳
裏
を
掠
め
た
䣎 

 

し
か
し
䣍
い
く
つ
か
の
取
材
を
受
け
て
い
る
う
ち
に
䣍
彼
ら 

 

外
国
人
の
記
者
や
外
国
の
メ
デ
䣵
ア

に
い
る
日
本
人
の
記
者 

 

は
䣍
意
外
と
よ
く
分
か
䣬
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
䣍
ぼ
く
は
徐
々
に
納
得
し

た
䣎
日
本
国
内
の
批
評
や
ジ
䣺
䤀
ナ
リ
ズ
ム
以
上
あ
る
い
は
以
下
に
理
解
し
て
く
れ
る
か
ど
う
か
よ
り
も
䣍

と
に
か
く
彼
ら
の
理
解
の
し
か
た
や
解
釈
の
し
か
た
が
䣍
少
し
違
う
の
に
気
が
つ
い
た
䣎
こ
れ
は
当
た
り

前
と
い
え
ば
当
た
り
前
な
こ
と
だ
が
䣍
日
本
へ
の
䣓
逃
亡
䣔
を
䣍
日
本
の
中
の
読
者
に
読
ん
で
も
ら
お
う

と
日
本
語
で
䣍
し
か
も
䣓
日
本
独
自
の
䣔
と
い
う
形
容
詞
が
め
ず
ら
し
く
生
き
て
い
る
私
小
説
と
い
う
ジ

䣺
ン
ル
を
か
な
り
意
識
し
て
書
い
た
ぼ
く
に
と
䣬
て
䣍
外
か
ら
読
ま
れ
て
評
価
さ
れ
て
し
ま
䣬
た
こ
と
に
䣍

䣓
ネ
イ
テ
䣵
ブ
䣔
の
作
家
が
そ
う
し
た
場
合
に
経
験
す
る
以
上
の
お
ど
ろ
き
を
覚
え
た
も
の
だ
䣎 

 

日
本
と
違
䣬
て
䣍
外
国
の
メ
デ
䣵
ア
は
䣍
ア
メ
リ
カ
領
事
館
か
ら
逃
げ
出
し
た
主
人
公
の
家
出
少
年
べ

ン
が
日
本
の
コ
ト
バ
䣍
と
り
わ
け
ひ
ら
が
な
の
世
界
に
入
り
こ
ん
で
ゆ
く
こ
と
に
そ
れ
ほ
ど
注
意
を
払
わ

な
か
䣬
た
䣎
案
の
定
䣍
ベ
ン
に
と
䣬
て
の
日
本
語
そ
の
も
の
の
問
題
が
䣍
最
も
④

翻
訳
不
可
能
な
䣍
最
も

英
語
で
論
じ
に
く
い
部
分
と
な
䣬
た
䣎
ベ
ン
の
多
民
族
の
䣓
家
䣔
と
䣍
そ
の
䣓
家
䣔
を
出
て
か
ら
䣓
し
ん

じ
䣮
く
䣔
で
出
会
䣬
た
単
一
民
族
主
義
の
壁
は
た
び
た
び
取
り
上
げ
ら
れ
た
け
れ
ど
も
䣍
そ
の
二
つ
の
状

況
の
根
底
に
あ
る
コ
ト
バ
の
問
題
が
ほ
と
ん
ど
読
み
取
ら
れ
な
か
䣬
た
䣎
逆
に
䣍
日
本
国
内
の
反
応
は
と

い
え
ば
䣍
小
説
の
前
半
を
い
ろ
ど
る
若
き
ア
メ
リ
カ
人
の
日
本
語
の
䣓
発
見
䣔
が
う
た
わ
れ
た
の
だ
が
䣍

人
に
対
す
る
䣓
差
別
䣔
と
い
う
後
半
の
テ
䤀
マ
が
䣍
総
じ
て
い
え
ば
そ
れ
ほ
ど
問
題
に
さ
れ
な
か
䣬
た
䣎

日
本
に
も
ア
メ
リ
カ
に
も
䣍
二
つ
の
テ
䤀
マ
と
そ
の
二
つ
の
テ
䤀
マ
の
関
係
性
を
指
摘
し
て
く
れ
る
論
者

も
わ
ず
か
に
は
い
た
が
䣍
全
体
的
に
見
る
と
解
釈
が
日
米
別
に
離
れ
て
し
ま
䣬
た
と
こ
ろ
が
大
き
い
䣎
二

言
語
の
解
釈
を
交
互
に
読
み
つ
づ
け
て
き
た
作
者
と
し
て
見
れ
ば
䣍
Ｄ

二
冊
の
小
説
を
同
時
に
発
表
し
て

し
ま
䣬
た
よ
う
な
気
が
す
る
と
き
も
あ
䣬
た
䣎 

  

䣓
外
䣔
か
ら
日
本
に
入
る
結
果
と
し
て
䣍
そ
の
䣓
日
本
䣔
に
つ
い
て
日
本
語
で
書
く
と
き
䣍
二
つ
の
テ
䤀

マ
が
ど
こ
か
䣍
必
然
的
に
䣍
浮
か
び
上
が
䣬
て
く
る
䣎
一
つ
は
広
い
意
味
で
の
䣓
言こ

と

霊だ
ま

䣔 
 

日
本
語
の

䥹
注
１
䥺

ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
深
層 

 

で
あ
り
䣍
も
う
一
つ
は
広
い
意
味
で
の
䣓 

一 

䣔 
 

あ
ら
ゆ
る
共
同

体
に
⑤

付
随
す
る
䣓
内
䣔
と
䣓
外
䣔
を
め
ぐ
る
執
拗
な
差
別
性 

 

で
あ
る
䣎
一
つ
の
テ
䤀
マ
は
本
質
的

に
䣓
詩
䣔䣍
も
䣬
と
正
確
に
い
え
ば
䣓
歌
䣔
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
䣍
も
う
一
つ
は
本
質
的
に
䣓
政
治
䣔
䣍

あ
る
い
は
最
近
の
西
洋
の
ノ
ン
フ
䣵
ク
シ
䣼
ン
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
き
た
䣓
日
本
論
䣔
と
Ｅ

通
底
す
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る
も
の
で
あ
る
䣎
一
つ
は
䣍䥹
注
２
䥺
Ｆ

三
島
由
紀
夫
的
に
䣓
右
䣔
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣍
と
す
れ
ば
䣍
も
う

一
つ
は
䣍䥹
注
３
䥺

在
日
朝
鮮
文
学
的
に
䣓
左
䣔
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
今
䣍
そ
の
二
つ
の
要
素
が
な
け
れ

ば
䣓
日
本
に
い
る
䣔
こ
と
を
書
い
た
文
学
は
成
り
立
た
な
い
䣍
と
ぼ
く
は
思
䣬
て
い
る
䣎
特
に
䣍
西
洋
出

身
者
が
䣓
日
本
䣔
を
書
く
場
合
䣍
䣓
詩
䣔
へ
傾
け
す
ぎ
る
と
䥹
注
４
䥺

小
泉
八
雲
の
レ
ベ
ル
に
陥
り
や
す
く
䣍

䣓
排
他
䣔
を
英
語
で
書
け
ば
た
と
え
ば
䥹
注
５
䥺

ウ
䣸
ル
フ
䣷
レ
ン
が
象
徴
す
る
よ
う
な
䣓
日
本
論
䣔
の
た
ぐ

い
に
な
り
か
ね
な
い
䣎
文
化
肯
定
と
民
族
主
義
批
判
と
い
う
䣍
一
見 

二 

よ
う
な
二
つ
の
プ
ロ
ジ
䣷
ク

ト
を
あ
る
緊
張
感
を
も
䣬
て
同
時
に
行
な
う
こ
と
を
可
能
な
ら
し
め
る
の
は
䣍
小
説
と
い
う
形
式
だ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
䣎 

 

䣓
単
一
民
族
䣔
と
い
う
幻
想
の
下
で
䣍
日
本
国
内
の
言
論
に
お
け
る
䣓
日
本
像
䣔
が
妙
に
日
本
人
自
身
が

小
泉
八
雲
に
扮
し
た
か
の
よ
う
な
䥹
注
６
䥺

自
己
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
に
陥
䣬
た
時
代
䣎
そ
し
て
経
済
大
国
の

出
現
に
よ
䣬
て
䣍
ウ
䣸
ル
フ
䣷
レ
ン
が
代
表
し
て
い
る
よ
う
な
䣓
シ
ス
テ
ム
䣔
批
判
が
西
洋
の
䣓
日
本
像
䣔

の
大
部
分
を
占
め
る
よ
う
に
な
䣬
た
時
代
䣎
そ
ん
な
時
代
に
䣍
ぼ
く
の
小
説
が
船
出
し
て
し
ま
䣬
た
の
で

あ
る
䣎 

 

一
人
の
作
家
は
䣍
自
分
が
船
出
す
る
時
代
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
な
け
れ
ば
䣍
そ
の
時
代
を 

三 

す
る

こ
と
も
で
き
な
い
䣎
ど
の
時
代
も
そ
う
だ
し
䣍
ど
の
作
家
も
そ
う
だ
䣎
時
代
を
選
べ
な
い
と
い
う
こ
と
は
䣍

言
い
換
え
れ
ば
自
分
の
作
品
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
く
る
䣓
ジ
䣺
䤀
ナ
リ
ズ
ム
䣔
を
選
べ
な
い
䣎䣓
時
代
䣔
に

対
し
て
は
反
論
も
訂
正
も
で
き
る
が
䣍
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
䣎 

 

冷
戦
後
の
䣍
新
し
い
日
米
の
䣓
時
代
䣔
に
は
䣍
作
家
の
反
論
も
訂
正
も
䣍
そ
し
て
作
家
の
反
省
す
ら
バ

イ
リ
ン
ガ
ル
で
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
䣎
Ｇ

䣓
あ
ん
た
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
䣔
だ
け
で
は
通
じ
な
く
な

䣬
た
䣎
そ
の
こ
と
に
ぼ
く
自
身
が
気
づ
か
さ
れ
た
と
き
䣍䥹
注
７
䥺

ア
イ
ロ
ニ
䤀
に
満
ち
た
Ｈ

船
出
の
䣍
も
う
一

つ
大
き
な
ア
イ
ロ
ニ
䤀
を
覚
え
た
の
で
あ
る
䣎 

䥹
リ
䤀
ビ
英
雄
䣓
日
本
語
を
書
く
部
屋
䣔
に
よ
る
䥺 

 

䥹
注
１
䥺
人
間
だ
け
で
な
く
䣍
動
物
䣍
植
物
䣍
石
䣍
川
な
ど
の
自
然
物
や
現
象
䣍
さ
ら
に
は
道
具
ま
で
䣍

あ
ら
ゆ
る
も
の
に
魂
や
精
霊
が
宿
䣬
て
い
る
と
い
う
考
え
方
䣎 

䥹
注
２
䥺
日
本
語
の
美
し
さ
や
伝
統
的
価
値
を
肯
定
し
䣍
文
化
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
䣵
テ
䣵
を
重
ん
じ
る
保

守
的
な
立
場
の
こ
と
䣎 

䥹
注
３
䥺
日
本
に
居
住
す
る
朝
鮮
半
島
出
身
者
と
そ
の
子
孫
に
よ
る
文
学
に
見
ら
れ
た
䣍
左
翼
的
な
思
想

や
態
度
䣎
日
本
の
支
配
や
社
会
構
造
を
批
判
し
つ
つ
䣍
そ
の
発
信
手
段
は
日
本
語
で
あ
る
と
い

う
矛
盾
を
抱
え
て
い
た
䣎 

䥹
注
４
䥺
ギ
リ
シ
䣺
生
ま
れ
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
育
ち
䣍
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
で
活
躍
し
後
に
日
本
に
移
住
し
た
䣍

英
国
・
日
本
国
籍
の
作
家
䣎
日
本
を
神
秘
的
・
詩
的
に
捉
え
䣍
日
本
精
神
文
化
を
西
洋
に
紹
介
し

た
䣎 
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䥹
注
５
䥺
オ
ラ
ン
ダ
の
ジ
䣺
䤀
ナ
リ
ス
ト
䣎䣓
日
本
論
䣔
の
な
か
で
䣍
日
本
の
社
会
構
造
や
権
力
シ
ス
テ
ム

を
排
他
性
の
観
点
か
ら
鋭
く
批
判
し
た
䣎 

䥹
注
６
䥺
西
洋
の
人
々
が
抱
く
䣓
神
秘
的
で
風
変
わ
り
な
日
本
䣔
と
い
う
固
定
観
念
に
䣍
日
本
人
自
ら
が

無
意
識
に
受
け
入
れ
䣍
自
ら
文
化
を
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
誇
張
し
た
り
演
出
し
た
り
す
る
こ
と
䣎 

䥹
注
７
䥺
皮
肉
䣎 

  

  

問
18 

傍
線
部
①
䦅
⑤
の
語
の
読
み
と
し
て
間
違
䣬
て
い
る
も
の
を
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

頓と
ん

着
ち
䣭
く 

 

② 

聡け
ん

明め
い 

 

③ 

脳の
う

裏り 
 

④ 

翻ほ
ん

訳や
く 

 

⑤ 

付ふ

随ず
い 

  

問
19 

傍
線
部
Ａ
に
䣓
本
物
の
お
ど
ろ
き
䣔
と
あ
る
が
䣍
筆
者
が
感
じ
た
䣓
本
物
の
お
ど
ろ
き
䣔
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
あ
䣬
た
か
䣎
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

予
想
も
し
な
か
䣬
た
称
賛
を
受
け
䣍
自
分
の
才
能
が
認
め
ら
れ
た
と
い
う
喜
び
と
興
奮
䣎 

② 

日
本
語
を
解
さ
な
い
は
ず
の
ア
メ
リ
カ
人
が
䣍
自
分
の
小
説
を
原
文
で
読
ん
で
い
た
と
い
う
事
実
へ

の
驚
愕
䣎 

③ 

当
然
だ
と
思
䣬
て
い
た
事
柄
へ
の
無
自
覚
さ
を
指
摘
さ
れ
䣍
自
分
自
身
の
認
識
の
甘
さ
を
思
い
知
ら

さ
れ
る
感
覚
䣎 

④ 

日
本
人
よ
り
も
ア
メ
リ
カ
人
の
方
が
䣍
自
分
の
小
説
の
核
心
を
深
く
理
解
し
て
い
た
こ
と
へ
の
感
銘
䣎 

⑤ 

自
分
の
小
説
の
登
場
人
物
が
䣍
現
実
の
夫
と
そ
䣬
く
り
だ
と
言
わ
れ
た
こ
と
に
対
す
る
奇
妙
な
偶
然

へ
の
驚
き
䣎 
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問
20 
傍
線
部
Ｂ
に
䣓
島
国
コ
ン
プ
レ
䣹
ク
ス
と
は
ま
た
一
味
違
䣬
た
と
ま
ど
い
䣔
と
あ
る
が
䣍
筆
者
が
こ
の

よ
う
に
感
じ
た
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

自
分
は
䣓
外
䣔
か
ら
来
た
人
間
と
し
て
日
本
語
を
書
い
て
き
た
の
に
䣍
そ
れ
を
䣓
外
䣔
の
人
間
に
䣓
内
䣔

の
言
葉
で
読
ま
れ
䣍
感
想
を
言
わ
れ
た
か
ら
䣎 

② 

日
本
人
作
家
で
あ
れ
ば
当
然
感
じ
る
は
ず
の
劣
等
感
を
䣍
ア
メ
リ
カ
人
で
あ
る
自
分
は
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ず
䣍
日
本
人
に
な
り
き
れ
て
い
な
い
自
分
に
気
づ
い
た
か
ら
䣎 

③ 

ア
メ
リ
カ
人
の
記
者
が
日
本
語
を
流
暢
に
話
す
こ
と
に
嫉
妬
し
䣍
自
分
の
日
本
語
能
力
が
脅
か
さ
れ

る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
䣬
た
か
ら
䣎 

④ 

自
分
の
小
説
が
ア
メ
リ
カ
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
䤀
に
な
り
䣍
日
本
で
の
評
価
よ
り
も
高
く
な
䣬
て
し
ま
䣬

た
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
た
か
ら
䣎 

⑤ 

取
材
に
来
た
記
者
が
自
分
の
フ
䣴
ン
で
は
な
く
䣍
単
な
る
仕
事
と
し
て
淡
々
と
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
を
進

め
た
こ
と
に
拍
子
抜
け
し
た
か
ら
䣎 

  

問
21 

傍
線
部
Ｃ
に
䣓
ぼ
く
は
䣓
こ
れ
は
日
本
の
国
内
問
題
で
す
䣔
と
こ
と
わ
ろ
う
と
し
た
䣔
と
あ
る
が
䣍
筆

者
が
こ
の
よ
う
に
考
え
た
理
由
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な

さ
い
䣎 

 

① 

自
分
の
小
説
は
日
本
の
政
治
問
題
を
扱
䣬
て
お
り
䣍
外
国
人
に
話
す
と
国
際
問
題
に
な
り
か
ね
な
い

と
考
え
た
か
ら
䣎 

② 

日
本
語
で
書
か
れ
た
日
本
文
学
な
の
だ
か
ら
䣍
外
国
人
に
理
解
で
き
る
は
ず
が
な
い
し
䣍
関
係
の
な

い
話
だ
と
い
う
排
他
心
か
ら
䣎 

③ 

自
分
の
プ
ラ
イ
ベ
䤀
ト
な
問
題
を
小
説
に
書
い
た
の
で
䣍
公
的
な
イ
ン
タ
ビ
䣻
䤀
で
語
る
こ
と
は
何

も
な
い
と
思
䣬
た
か
ら
䣎 

④ 

ま
だ
翻
訳
が
出
版
さ
れ
て
い
な
い
段
階
だ
䣬
た
の
で
䣍
海
外
メ
デ
䣵
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
時
期
で

は
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
䣎 

⑤ 

日
本
の
読
者
に
向
け
て
書
い
た
も
の
で
あ
り
䣍
ア
メ
リ
カ
で
の
評
価
を
気
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ
た

く
な
か
䣬
た
か
ら
䣎 
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問
22 
傍
線
部
Ｄ
䣓
二
冊
の
小
説
を
同
時
発
表
し
て
し
ま
䣬
た
よ
う
な
気
が
す
る
䣔
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
䣎

最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

日
本
語
版
と
英
語
版
を
同
時
に
出
版
し
た
た
め
䣍
翻
訳
の
手
間
が
二
倍
か
か
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

② 

前
半
と
後
半
で
テ
䤀
マ
が
全
く
異
な
る
た
め
䣍
一
つ
の
作
品
と
し
て
ま
と
ま
り
を
欠
い
て
い
る
と
い

う
こ
と
䣎 

③ 

読
者
の
文
化
圏
に
よ
䣬
て
注
目
す
る
テ
䤀
マ
が
異
な
り
䣍
別
の
作
品
が
読
ま
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に

感
じ
た
と
い
う
こ
と
䣎 

④ 

自
分
の
意
図
と
は
異
な
る
解
釈
が
広
ま
り
䣍
作
家
と
し
て
の
コ
ン
ト
ロ
䤀
ル
を
失
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

 
 

⑤ 

日
本
人
と
ア
メ
リ
カ
人
の
両
方
に
い
い
顔
を
し
よ
う
と
し
て
䣍
ど
䣬
ち
つ
か
ず
の
作
品
に
な
䣬
て
し 

ま
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

  

問
23 

空
欄
一
に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

団
結 

 
 

② 

調
和 

③ 

伝
統 

 
 

④ 

排
他 

 
 

⑤ 

孤
立 

  

問
24 

傍
線
部
Ｅ
に
䣓
通
底
䣔
と
あ
る
が
䣍
こ
の
言
葉
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の

う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

底
が
抜
け
て
い
て
䣍
役
に
立
た
な
い
こ
と
䣎 

 
 

② 

表
面
上
は
違
䣬
て
い
て
も
䣍
根
底
で
は
共
通
し
て
い
る
こ
と
䣎 

③ 

徹
底
的
に
奥
深
く
ま
で
調
べ
上
げ
る
こ
と
䣎 

 
 

④ 

低
レ
ベ
ル
な
次
元
で
争
䣬
て
い
る
こ
と
䣎 

 
 

⑤ 

秘
密
裏
に
連
絡
を
取
り
合
䣬
て
い
る
こ
と
䣎 
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問
25 
傍
線
部
Ｆ
䣓
三
島
由
紀
夫
䣔
は
䣍
戦
後
日
本
文
学
を
代
表
す
る
作
家
で
あ
る
䣎
彼
の
代
表
作
と
し
て
最

も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

金
閣
寺 

 
 

② 

人
間
失
格 

③ 

舞
姫 

 
 

④ 

鼻 

 
 

⑤ 

伊
豆
の
踊
子 

  

問
26 

空
欄
二
に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

矛
盾
し
な
い 

 
 

② 

類
似
し
た 

③ 

無
関
係
な 

 
 

④ 

相
容
れ
な
い 

 
 

⑤ 

平
凡
な 

  

問
27 

空
欄
三
に
入
れ
る
語
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

無
視 

 
 

② 

変
更 

③ 

逆
行 

 
 

④ 

創
造 

 
 

⑤ 

予
言 

  

問
28 

傍
線
部
Ｇ
䣓
䣕
あ
ん
た
た
ち
に
は
分
か
ら
な
い
䣖
だ
け
で
は
通
じ
な
く
な
䣬
た
䣔
と
は
ど
う
い
う
こ
と

か
䣎
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う
ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

日
本
の
経
済
力
が
低
下
し
た
結
果
䣍
も
は
や
諸
外
国
に
対
し
て
強
気
な
態
度
を
取
る
こ
と
が
許
さ
れ

な
く
な
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

② 

イ
ン
タ
䤀
ネ
䣹
ト
が
急
速
に
普
及
し
た
こ
と
で
䣍
日
本
の
内
部
情
報
が
世
界
中
に
筒
抜
け
に
な
䣬
て

し
ま
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

③ 

日
本
は
特
殊
で
外
国
人
に
は
理
解
不
能
だ
と
い
う
居
直
り
は
䣍
冷
戦
後
の
世
界
で
は
も
は
や
通
用
し

な
く
な
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

④ 

英
語
を
流
暢
に
話
す
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
䣍
作
家
と
し
て
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
こ
と
は
で
き

な
く
な
䣬
た
と
い
う
こ
と
䣎 

 
 

⑤ 

自
分
の
書
い
た
小
説
が
あ
ま
り
に
も
難
解
す
ぎ
た
た
め
䣍
国
内
外
の
読
者
か
ら
多
く
の
ク
レ
䤀
ム
が 

寄
せ
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
䣎 
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問
29 
傍
線
部
Ｈ
䣓
船
出
䣔
と
い
う
比
喩
が
意
味
す
る
も
の
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う

ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

 

① 

海
外
旅
行
に
出
か
け
る
こ
と
䣎 

 
 

② 

作
家
を
辞
め
て
䣍
新
し
い
人
生
を
歩
み
始
め
る
こ
と
䣎 

③ 

日
本
を
捨
て
て
䣍
ア
メ
リ
カ
に
帰
国
す
る
こ
と
䣎 

 
 

④ 

小
説
を
出
版
し
䣍
社
会
と
い
う
荒
波
に
送
り
出
す
こ
と
䣎 

 
 

⑤ 

政
治
家
と
し
て
立
候
補
す
る
こ
と
䣎 

  

問
30 

本
文
の
内
容
䥹
筆
者
が
結
論
と
し
て
た
ど
り
着
い
た
態
度
䥺
に
最
も
合
う
も
の
を
䣍
次
の
①
䦅
⑤
の
う

ち
か
ら
䣍
一
つ
選
び
な
さ
い
䣎 

  
 

① 

日
本
語
の
美
し
さ
を
守
る
た
め
に
䣍
外
国
か
ら
の
批
判
に
は
一
切
耳
を
貸
さ
な
い
態
度
䣎 

 
 

② 

日
本
と
ア
メ
リ
カ
の
両
方
に
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
䣍
わ
か
り
や
す
い
エ
ン
タ
䤀
テ
イ
ン
メ
ン
ト
を
創

作
す
る
態
度
䣎 

 
 

③ 

時
代
や
ジ
䣺
䤀
ナ
リ
ズ
ム
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
を
諦
め
䣍
沈
黙
を
守
る
態
度
䣎 

 
 

④ 

日
本
語
を
捨
て
て
䣍
世
界
共
通
語
で
あ
る
英
語
で
執
筆
を
行
う
態
度
䣎 

 
 

⑤ 

䣓
内
䣔
な
る
日
本
語
の
深
み
と
䣓
外
䣔
か
ら
の
批
判
的
視
線
の
両
方
を
引
き
受
け
䣍
バ
イ
リ
ン
ガ
ル

な
視
点
で
自
己
反
省
し
続
け
る
態
度
䣎 
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英 語 
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【I】(問１―問４)  下線部の発音が他と異なるものを選びなさい。 

問１ ①march    ②farther      ③warm     ④farm   

 

問２ ①culture ②accustom      ③cousin        ④cease  

 

問３ ①goose         ②booth       ③school     ④wool   

 

問４ ①machine  ②chorus   ③stomach     ④Christmas   

 

【II】(問５―問８)  アクセントの位置が他と異なるものを選びなさい。 

問５ ①excitement  ②development  ③government  ④agreement   

 

問６ ①effort    ②equal          ③income ④destroy      

 

問７ ①degree  ②coffee  ③shampoo  ④career      

 

問８ ①philosophy ②advantageous  ③technology  ④geography  

 

【III】(問９―問１５)  （   ）に入れるのに最も適切なものを選びなさい。 

問９  Not only Takeshi but also his friends (       ) interested in the project. 

①has been          ②was     ③is     ④are 

 

問１０ I’m looking forward to (       )from you soon. 

    ①heard          ②hearing   ③be heard    ④to hear 

 

問１１ This book is worth (       ). 

①to read            ②reads    ③reading   ④read 
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問１2  I have two sisters. One is a doctor, and (       ) is a lawyer.  

①the other     ②others   ③another  ④any 

 

問１3  I'm so happy. This book is exactly (     ) I wanted.  

①where            ②which   ③what  ④that 

 

問１4   The doctor ordered a blood test to check the patient’s glucose (      ).  

①local            ②level  ③legal          ④label 

 

問１5  The nurse asked the patient to breathe (       ) during the test. 

①deepen   ②deep        ③deeply        ④depth 

 

【IV】(問１６―問２０)  各問の①～⑤の単語を並べ替えて空所を補い、文を完成し

なさい。解答は（ 16 ）~（ 20 ）に入るものの番号を答えること。なお、選

択肢の単語は文頭に該当する場合であっても、小文字で表記している。 

 
問１６ 規則正しい睡眠をとらないと健康に害があるかもしれない。 

Not (    ) (  16  ) (     ) (     ) (      ) harmful to your health. 

 

① sleep    ②getting       ③be       ④regular     ⑤may 

 

問１７ 彼女は私の 2 倍の漫画本を持っている。 

She has (     )(      ) (  17  ) (     ) (     ) I have. 

 

①many      ②manga books   ③twice       ④as            ⑤as 

 

問１８ 天気予報によれば今週中はずっと雨のようだ。 

(    ) (  18  ) (    ) (    ) (    ), it looks like it will rain all week. 

 

①forecast   ②the ③to   ④weather    ⑤according 
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問１９  彼女の過去についてもっとよく知っておくべきであった。 

     I (   ) (   ) ( 19 ) (   ) (   ) about her past. 

 

①more      ②should       ③much    ④known      ⑤have 

 

問２０ まもなく私たちは宇宙旅行ができるようになるであろう。 

          It (   ) ( 20 ) (   ) (   ) (   ) we can travel in space. 

 

     ①be     ②will           ③before    ④not       ⑤long 

 

【V】(問２１―問２５)  次の会話を読んで（ ）内に入る表現が最も適切なものを

①～④の文章の中から選びなさい。 
 

問２１  

Yumi: Did you get a taxi home last night?  

  Andy: Yes, I did. Without the money you lent me, I (    ) made it home. 

   

① hadn’t  

② wouldn’t 

③ wouldn’t have 

④ wasn’t having 

 

問２２   

Meg: John, can you wait two more minutes?  

John: Take your time, Meg. I’m ready to go (    ) you want to leave.  

 

① whatever 

② whenever 

③ whichever 

④ wherever 
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問２３  

Anne: Do you know what has become of him?  

Dan: Well, (    ) I know, he is now working for developing countries.  

 

① as much as  

② as soon as  

③ as long as 

④ as far as    

 

問２４  

Elly: Is there any milk left in the jar, Susan? 

  Susan: Yes, (    ). 

 

① few  

② little 

③ a little 

④ a few   

 

問２５  

    Jim: I can’t believe Mike didn’t pass the test. 

  Eve: Well, he had a big (     ). He had the flu and couldn’t prepare at all for a week 

before the test.  

   

① disadvantage 

② tendency 

③ opportunity 

④ equipment  
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【Ⅵ】(問２６―問２７)  次の英文を読んで各設問に答えなさい。 

 

Clean-Up Day 

Lisa usually takes walks around her neighborhood. Today, she tried a new area. She 

walked along the road from her house to a local park. Lisa was surprised (  問 26  ) 

garbage on the ground. She felt sad. She never saw so much garbage when she drove by 

in the car on her way to school. She decided to do something about it 

That night, Lisa talked to her friends and asked them to help her clean up. She told 

them to meet at her house at eight the next morning and to bring garbage bags and gloves. 

When everyone arrived, they walked to the road and started to put the garbage into their 

bags. People in cars waved at them, and people walking their dogs thanked them for their 

service.  ( 問 27  ) , Lisa and her friends felt great. The road looked clean, and they 

were happy to help improve the environment.  

 

問２６ （ ）内に入る表現が最も適切なものを①～④の文章の中から選びなさい。 

 
① by the type of 

② by the amount of 

③ to find no 

④ to see some interesting 

 

問２７ （ ）内に入る表現が最も適切なものを①～④の文章の中から選びなさい。 

 
① Despite this 

② Recently 

③ In order to continue 

④ After they finished 
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【VII】（問 28-問 32）次の英文を読んで各設問に答えよ。 

 

Medicines (  問 28  )to treat illnesses and relieve symptoms. When we take a 

medicine, it is absorbed into the bloodstream and carried throughout the body. 

Painkillers, for example, reduce pain by blocking signals that travel from the nerves to 

the brain. Fever-reducing medicines can also help lower body temperature when we have 

a cold or the flu. Some medicines are designed to act quickly, while others work slowly 

and must be taken for several days to show their full  (  問 29  ). 

Some medicines must be taken after meals so that they do not (  問 30  ) the 

stomach, while others work better on an empty stomach. In addition, certain medicines 

should not be taken together with alcohol or other drugs, because unexpected reactions 

may occur. 

For these reasons, it is important to follow the instructions carefully and only take 

medicines in the correct way. Taking too much medicine or using it without proper 

guidance can be harmful to our health. When we use medicines wisely, they can save lives 

and help us recover more quickly from illness. 

 

問 28 

Which word fits the sentence?   

 

① has used   ②  are used  ③ used   ④ uses 

 

問 29 

Which word fits the sentence?   

 

① memory   ②  cost  ③ effect   ④ color 

 

問 30 

Which word fits the sentence? 

 

① protect    ②  cool  ③ irritate  ④ replace  
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問 31 

Which statement correctly describes painkillers according to this passage? 

 

① They help the body sleep better. 

② They block pain signals to the brain. 

③ They increase body temperature. 

④ They make the stomach stronger. 

 

問 32 

What would be the main idea of this passage? 

 

① 自然治癒力 

② 薬の作用と安全な服用方法 

③ 抗生物質の歴史 

④ 解熱剤の服用方法 

 

 

【VIII】(問３3―問３5) 次の英文を読んで各設問に答えなさい。 

In recent years, many people have started riding bicycles to work or school instead of 

driving cars. This trend began because of rising fuel prices and a desire to stay 

healthier. It also helps the environment by reducing air pollution. However, not 

everything is easy. Beginners often struggle with traffic, bad weather, or steep hills. 

Some give up after one month. Still, those who continue say the fresh air and sense of 

freedom are worth the effort. Clearly, cycling has real benefits, but the ( 問 34 ) of this 

activity are also important to understand. We should think carefully before deciding to 

leave the car at home every day. 

  



- 46 - 

問 33 According to the passage above, which of the following is true? 

 ① Cycling is always better than driving. 

 ② Many people start cycling because of high fuel prices and health reasons. 

 ③ There are only benefits for everyone from cycling. 

 ④ People who try cycling all improve quickly and enjoy better health. 

 

問 34 (     )に入る最も適切なものを選びなさい。 

 ① benefits ② difficulties ③ freedom and fresh air ④ costs 

 

問 35 (     )に入る最も適切なものを選びなさい。 

Last Sunday, I visited an art gallery with my best friend. We saw an elderly painter 

showing his newest work on the main wall. His brush moved slowly and with complete 

control. The colors mixed perfectly, and the picture seemed almost alive. Many visitors 

stood quietly in front of it, and some were even wiping away tears. When he finally 

stepped back and bowed, everyone gave him warm applause. I was really moved 

because (  問 35  ). 

① the colors all seemed to clash strangely. 

② my friend didn’t wait until the end of the performance.  

③ I had never seen such a beautiful painting created with such simple tools before. 

④ the gallery was closing soon. 



 

 

 


